
伊丹市における就学前児童の状況等
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□各年4月1日推計人口
□H28以降は、H27年10月の国勢調査により、市全体で943人の

減補正したため、H28では減っている。
□社会増減・自然増減のトータルでは、人口全体としては

微増傾向で推移してきている。
□生産年齢人口及び年少人口は減少。高齢者人口は増加。
□20-39歳の女性人口は、H26以降20歳代での下げ止まりは
みられるものの、全体としては減少傾向。

□H29までは、住民基本台帳登録人口
□H30以降は、事務局推計
＊出生数(0歳人口)は、毎年前年比98.5%とした
＊年次進行(年齢が1歳進行(=1歳が2歳に、2歳が3歳に)したときの

増減)は、毎年前年比99.5%、H32以降は100%とした。
□就学前児童数は、ここ数年では、H24がピーク。
□出生数の減により、5歳児人口との差が大きくなっており、0歳-2歳人口は、

H24から3歳-5歳人口を下回るようになった。
□出生数の減、及び年次進行する人口が微減しているため、全体として

減少傾向にある。0歳-5歳人口はH29は10,754人。H35推計では9,590人。

人口推移と就学前児童数推計
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Ｈ２９年度年齢別就学前施設への就園状況

□幼稚園・認定こども園1号は、
5月1日学校基本調査

□保育所・認定こども園2号・3
号は、4月1日保育課資料

□基礎児童数は、3月31日住民
基本台帳登録人口

□在宅等は、基礎児童数から、
上記就園児数を差引いたもの

□3歳・4歳・5歳児は、
公・私/幼・保・認に、ほぼ
偏りなく就園している。

□4歳・5歳は、概ね、幼・保
・認のいずれかに就園して
いる。

□3歳児においては、30%弱
の児童が在宅等未就園
である。

□1歳以上の保育所等には、
一定数が就園している。

□2歳児から3歳児に年齢進行
する際に、保育所から幼また
は認に若干が移行している。
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３歳・４歳・５歳児の就園状況推移及び女性の就労状況等

□幼稚園・認定こども園1号は、5月1日学校基本調査
□保育所・認定こども園2号・3号は、4月1日保育課資料
□基礎児童数は、3月31日住民基本台帳登録人口
□幼稚園・認定こども園1号は減少傾向である。
□保育所・認定こども園2号は上昇傾向である。

□国勢調査「労働力状態」から作成
□人口は減少しているものの、就業者数はH22までは
上昇しており、H27に減少に転じた。

□就業率は全体としては上昇し続けている。
□図にはないが、休業者を含む労働力人口もH22までは
伸びていたが、H27に減少に転じている。労働力率は
全体としては増。ただし、25歳-29歳の労働力率はH27に
減少に転じている。

<参考>各年度における団塊ｼﾞｭﾆｱ世代の女性の年齢
＊H12・・・26歳～29歳 ＊H17・・・31歳～34歳
＊H22・・・36歳～39歳 ＊H27・・・41歳～44歳
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